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　11 月 23 日、市役所で「令和元年度宇
陀市選奨式」を挙行しました。
　この式典は、市や行政の推進のために貢
献された功績が特に顕著な方を表彰し称え
るもので、今回は選奨受章者 5 人、功労表
彰受章者 2 人の方々を表彰しました。
　このような機会を通し、市民の皆さんと
共に、これまでの市政の歩みや市の将来を
考えるとともに、今後のまちづくりへより
積極的な支援をお願いしたいと思います。

選奨受章者の方々

市政発展のためご尽力いただきました

　宇陀市選奨式を挙行

峯山久惠さん（菟田野岩端）

　氏は、平成 19 年 7月に「いわは
し農村レストラン」を結成され、高
齢者を対象とした配食サービスや「農
村料理を楽しむ会」の催しのほか、
農村に伝わる郷土料理等のレシピ化

などに取り組まれています。
　平成 26年には近畿農政局男女共同参画優良事例表彰
を受賞されるとともに、奈良県農村生活研究グループ
協議会にも属され、農村暮らしの良さを伝える活動を
展開するなど、地域振興、市の産業振興に大きく貢献
されました。

服部元明さん（室生三本松）

　氏は、昭和 49 年に室生村商工会
理事に就任され、平成 12年から 20
年までの間は同会長を務められまし
た。宇陀市商工会発足後は理事を、
平成 28 年から 30 年までは同副会

長を務められました。
　この間、平成 12年からは 18年間、道の駅「室生路
室生」の指定管理先である有限会社室生ふるさとセン
ターの代表を務められるなど、長年にわたり宇陀市の
商工、観光業の発展に寄与され、市の産業振興に大き
く貢献されました。

数家鉄治さん（榛原あかね台）

　氏は、平成 18 年 10 月から宇陀
市行政改革推進懇話会の会長を務め
られ、宇陀市合併後の厳しい財政状
況を打開するため、宇陀市行政改革
大綱の策定に尽力されました。

　第 1次大綱から、現在推進中の第 3次大綱策定まで
13年間の長きにわたって心血を注がれ、これらに基づ
いて推進された行政改革の取り組みの結果、市の行財
政状況の改善に大きく貢献されるなど、市の自治の振
興に顕著な功績を残されました。

竹田一雄さん（大宇陀野依）

　氏は、大宇陀町役場の職員として
の行政経験や、地域における社会的
信用が認められ、平成 15 年 4月に
総務大臣より行政相談員として委嘱
されました。

　以降、行政相談員として 16年間の長きにわたり、行
政サービスや手続き等に関する問い合わせなど、多岐
にわたる相談を受け付け、その助言や関係行政との調
整業務を担うなど、地域住民の身近な相談窓口として
活躍され、市の自治の振興に大きく貢献されました。

林　英實さん
（室生三本松）

　氏は、平成 11 年から宇陀市スポー
ツ推進委員として活躍され、市民のス
ポーツ推進のため、組織の育成および
連絡調整役として尽力されています。
平成 25 年からは、宇陀市体育協会副
会長、29 年からは同会長を務められ
るなど、スポーツ振興を通じて、市の
体育の増進に大きく貢献されています。
　また、平成 21 年に奈良県スポーツ
推進委員功労者表彰、28 年には県体
育協会功労者表彰を受賞されています。

功労表彰受章者の方々

体育功労者

　　紀男さん
（大宇陀西山）

　氏は、昭和 40年に大宇陀西山に「西
医院」を開業され、以来平成 29年に
廃業されるまでの間、大宇陀地域の小
中学校、こども園において学校医とし
て活躍され、幼児や児童生徒の健康状
態の把握や、健康相談等に従事される
など、市の教育の振興に大きく貢献さ
れました。
　また、平成 9年に医療業務功労で知
事賞を、10 年には保健衛生功労で藍
綬褒章を受章されています。教育功労者

■■ 自治振興または公益の増進に貢献された方 ■■

■■ 産業の振興に貢献された方 ■■

　氏は、昭和 43年に奈良県教育委員会の技師として採用され、文化財保存課や奈良
県立橿原考古学研究所、シルクロード学研究センターなどで勤務されました。その間、
飛鳥京跡時代の古墳や遺跡発掘、また東アジア考古学などの調査研究に情熱を傾けら
れ、数々の功績を残されるとともに、北京大学への留学を通じ、日中の考古学交流に
も大きく貢献されました。
　平成 21年から約 10年間は、奈良県立橿原考古学研究所所長を務められ、この間
も古墳や寺跡などの発掘調査を指揮される一方、宇陀市を含めた各地での講演活動や
執筆活動なども精力的にこなされました。また、宇陀市文化財保護審議会会長、史跡
宇陀松山城跡保存整備委員会委員を歴任されるなど、研究者としてだけではなく、市
の文化の振興にも顕著な功績を残されました。（令和元年６月１８日ご逝去）

故 菅谷文則さん（榛原あかね台）

■■ 文化の振興に貢献された方 ■■
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市役所業務は
休業します

公式アカウント名：宇陀市 
LINE  ID：＠ uda-city

年末年始の業務状況や各施設の
休館情報は、広報うだ 12 月号
や市ＨＰをご覧ください！

　宇陀市公式 LINE や市ホームページでは、AI を活用して 24 時間
365 日、利用可能な「よくある質問」自動応答サービスを行って
います。例えば、「ゴミの収集日はいつ？」「年末年始の業務につ
いて」など、行政サービスに関する様々な質問にお答えします。

　このシステムは日々情報を追加しています。一度質問してうま
くお答えできなくても、しばらくするとお答えできるように成長
していきます。ぜひ、ご活用ください。

休日診療
ゴミの
収集日は？

年末年始の
休館日は？

住民票のコンビニ
交付の仕方は？

スマホで税金
納められる？

急な発熱
どうしたらいい

割れたガラス
の出し方は？
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12
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ご
逝
去
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
常
に
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
日
々

活
動
さ
れ
て
い
ま
す

　

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
12
月
１
日
付
け
で
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
96
人
の
方
々
が
委
嘱

を
受
け
、
令
和
４
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
、
各
地
域
で
ご

活
躍
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
の
中
で
困
っ
た
こ
と
や
心
配
ご
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
？

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

　
「
民
生
委
員
」
は
、「
民
生
委
員
法
」

「
児
童
福
祉
法
」
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
、
常
に
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援

助
を
行
い
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め

る
方
々
で
す
。

　

ま
た
、「
児
童
委
員
」を
兼
ね
て
お
り
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
を

見
守
り
、
子
育
て
の
不
安
や
妊
娠
中
の

心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
・
支
援
な
ど
を

行
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
一
部
の
児
童

委
員
は
児
童
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的

に
担
当
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」
の
指

名
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

給
与
・
報
酬
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

活
動
に
要
す
る
交
通
費
や
通
信
費
な
ど

に
充
て
る
も
の
と
し
て
活
動
費
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

各
地
域
で
の
日
常
的
な
活
動
の
ほ

か
、
各
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の

定
例
会
な
ど
へ
の
出
席
、
ま
た
様
々
な

行
事
へ
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

役
割

　

一
言
で
言
う
と
「
援
助
を
必
要
と
す

る
人
が
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
常
に
住
民
の

立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
な
ど
、
必
要
な
支
援
や
援
助

を
す
る
」
こ
と
で
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
ず
っ
と
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん

の
立
場
で
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ

た
り
、
心
配
ご
と
を
解
決
す
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し

た
り
、
必
要
に
応
じ
て
役
所
な
ど
関
係

機
関
と
の
調
整
役
に
努
め
ま
す
。

　
11
月
30
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
54
人
の
皆
さ
ん

の
長
年
の
ご
活
動
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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順
不
同
・
敬
称
略
）

担当地域 氏名 住所 電話番号

 大宇陀地域
万六、出新、拾生、拾
生内の一部 辻 由加里 万六 83-0834

上新、中新、拾生（川
原町）、拾生内の一部 都司 典子 上新 83-0001

上、上中、上本、春日、
岩室（五十軒） 澤井 美和子 上本 83-0360

上茶、下茶、下本、下中、
下出口、小出口 黒川 公子 下中 83-0040

迫間、西山（内垣内・
下垣内）、黒木、岩室（内
垣内）

水野 裕史 黒木 83-1716

本郷、中庄 寳田 美佐子 中庄 83-3169
西山（川向） 瀧川 久治 西山 83-2600
宮奥上、宮奥中、下宮奥、
関戸、大東 松浦　登 宮奥 83-2848

岩室（北谷）、下竹 西本 都志男 岩室 83-2049
小附（二区）2 分の 1 西本 隆次 小附 83-3655
小附（二区）2 分の 1 竹田 ケイ子 小附 83-1022
小附（三区）2 分の 1、
芝生の一部 出山 利幸 小附 83-2872

小附（三区）2 分の 1、
小附（一区）梅の木 佐々岡 儀一 小附 83-1263

改良住宅団地・分譲住宅 泉岡 京子 内原 97-9056
改良住宅団地・小附（一
区）、中河原 岸本 克也 小附 090-1671-0875

小附（一区）、嬉河原、
芝 生、 半 阪、 馬 取 柿、
麻生田、内原、口今井

中森 和生 嬉河原 83-0780

野依、平尾、五津 池田 恵子 五津 83-0917
岩 清 水、 調 子、 塚 脇、
藤井、才ケ辻 尾植 基二 岩清水 83-1770

守道 巽　周二 守道 83-1778
山 口、 白 鳥 居、 上 品、
下品、和田、小和田 堀田 棟光 下品 83-2535

牧、栗野 紙谷 尚永 栗野 83-2481
田原、上片岡 細川 貴美子 田原 83-2385
下片岡、東平尾、大熊 今垣内 誠 東平尾 83-2437
大宇陀地域主任児童委員 柳本 巻子 岩清水 83-1774
大宇陀地域主任児童委員 網田 忠治 才ヶ辻 83-1587

 菟田野地域
古市場 土 知津絵 古市場 84-3332
古市場 岸 カヲル 古市場 84-2185
岩﨑 南浦加代子 岩﨑 84-3725
岩﨑 内田千鶴子 岩﨑 84-9022
別所、見田 西田 義和 別所 84-3393
平井 岸岡 郁子 平井 84-2061
大澤、大神 楠田 三千子 大澤 84-2493
松井 仲谷 圣子 松井 84-4048
松井 小松原悅子 松井 84-4128
稲戸、駒帰 長野 和子 駒帰 84-2316
佐倉 小笹 富士子 佐倉 84-2295
宇賀志 谷村扶美代 宇賀志 84-2860
東郷、入谷 藤村 秀也 入谷 84-3504
下芳野 葛城己津子 下芳野 84-2498
上芳野、岩端 白井 道夫 上芳野 84-3189
菟田野地域主任児童委員 菊山 裕子 古市場 84-2456
菟田野地域主任児童委員 峯畑 成子 見田 84-2172

 榛原地域
山辺三 井上 義尚 山辺三 82-0318
戒場、額井、赤瀬 三木 克元 額井 82-3647
長峯、五月ヶ丘 池田 喜良 福地 82-3138
福地 村井 道弘 福地 82-0893
天満台西 1 丁目、2 丁目 松野 義則 天満台西１ 82-5300
天満台西 3 丁目 山本 信孝 天満台西 3 82-3367
天満台西 4 丁目 山岡 勝良 天満台西 4 82-4676
天満台東 1 丁目、2 丁目 木村 美惠子 天満台東２ 82-5377
天満台東 3 丁目、4 丁目 川口 津多子 天満台東３ 82-2884
ひのき坂 1 丁目、2 丁目 岡村 和彦 ひのき坂２ 82-8219
ひのき坂 3 丁目 岡村 道誠 ひのき坂 3 82-7303
小鹿野、小鹿台、玉立 吉岡 治昭 萩原 82-7551
角柄、柳、西峠、鳥見
町、榛原プリンスハイ
ツ、とりみ坂

大西  茂 萩原 82-2712

あかね台 1 丁目、2 丁目 小田 京子 あかね台 2 82-5271
榛見が丘 1 丁目、2 丁目 奥中 孝次 榛見が丘 1 85-1017
墨坂、新吉田、福田、上町 中村 久夫 萩原 82-0181
稲荷、東町、新町、桜
ケ丘、口田辺 萩野 公章 萩原 82-0080

宮本 中西 寛一 萩原 82-6839
駅前、新駅前、高萩台、
グリーンスクエア榛原 栗野 雅治 萩原 82-1782

菟田川、富士見ケ丘 楠田 祥八 萩原 82-1274
篠楽、白樺台、雨師 西谷 栄治 雨師 82-1140
安田、笠間 山本 富男 笠間 82-1592
下井足（北）、萩の原 栗野　肇 下井足 82-1060
下井足（南）、萩乃里 岩井 桂子 萩乃里 82-6985
足立、上井足 山岡 通浩 上井足 82-3085
池上、福西、高塚、栗谷 西岡 博文 栗谷 82-1950
石田、比布、母里 藤原　恵 石田 82-1973
山路、大貝、澤、三宮寺 菊田 洋子 三宮寺 82-5144
内牧 大門 宏次 内牧 82-7776
八滝、赤埴甲、赤埴乙、
諸木野 松本　潔 八滝 82-1614

高井、自明 稲森 啓子 高井 82-1101
檜牧甲、檜牧乙、荷阪 田中 伸和 檜牧 82-0616
榛原地域主任児童委員 三本木 和美 萩原 82-1917
榛原地域主任児童委員 西田 外美江 萩原 82-4553

 室生地域
下笠間 奥中 万夕美 下笠間 92-3758
上笠間 中岡 利三 上笠間 92-3836

小原、深野 久保 久美子 小原 0743-82-
0338

染田、多田 清水 和子 多田 0743-82-
0988

無山（西、東） 石本 龍子 無山 0743-82-
0387

向渕 福井 紀夫 向渕 92-2790
大野（西垣内、緑川） 奥  恵美子 大野 92-2665
大野（上出） 葊川 知子 大野 92-2701
大野（下出） 前川 純一 大野 92-2659
大野（中山台） 鍵谷 憲治 大野 92-2288
三本松（古大野、元三、琴引） 松林 鈴枝 三本松 92-3303
三本松（中村、長瀬） 松下 君代 三本松 92-3310
砥取、滝谷、蕨 前川 映子 砥取 92-2871
西谷、龍口 西光 義秀 西谷 92-2215
室生 菅間 正則 室生 93-2401
下田口、原山 東 律雄 下田口 93-2761
胎中、角川 堀本 勝美 下田口 93-2235

黒岩、上田口、弁財天 田中 視郎 田口元上田口 090-1134-
6411

室生地域主任児童委員 森田 惠子 染田 0743-82-
1315

室生地域主任児童委員 今  幸代 向渕 92-2508

宇陀市の民生委員・児童委員一覧
　　（Ｒ１.12.1 ～Ｒ４.11.30）　敬称略

活動には守秘義務が課されており、個人情報や
プライバシーの保護に配慮した支援活動を行っ
ています。
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ス
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ま
ち
の
わ
だ
い

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

図
書
館
で
「
調
べ
る
力
」
を
磨
こ
う
！ 

  

第
３
回
「
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　
　
　
　

 

地
域
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

問
中
央
図
書
館
（
☎
82
・
４
７
４
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
IP
☎
88
・
９
１
１
０
）

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
調

べ
る
力
」
の
育
成
を
目
的
に
、（
公
社
）
図
書
館

振
興
財
団
に
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。　

市
で
は
、
全
国
大
会
に
先
立
ち
、
地
域
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
が
知
り
た
い
と
思
っ

た
こ
と
な
ど
自
由
に
テ
ー
マ
を
決
め
、
図
書
館

の
本
を
使
っ
て
調
べ
、
実
験
や
観
察
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
作
品
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

市
内
小
学
校
か
ら
は
31
作
品
の
応
募
が
あ
り
、

受
賞
の
中
か
ら
、
教
育
長
賞
、
図
書
館
長
賞
の

上
位
２
作
品
は
全
国
大
会
に
応
募
し
ま
す
。

　

今
後
も
図
書
館
の
活
用
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
新
た
な
発
見
を
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

▲コンクール入賞者（敬称略）
　前列左から、箸中結慎/西田雄紀/中川愛・歩希
　後列左から、竹中祐人/松村栞里/岩竹美侑
【表彰式欠席者】林　千畝/坂部優美

教育長
賞

西田雄紀
『ガリレオ・ガリレイ
（ふりこの実験）』

榛原東小
5

図書館
長賞

中川歩希・愛
『わたしたちの大切な町　
すごいぞ！宇陀市』

榛原東小
1・３

奨励賞 箸中結慎
『ジンベイザメについて』

榛原西小
2

松村栞里
『地球温だん化』

室生小
5

特別賞 竹中祐人
『ぼくの町の石ころ図鑑』

榛原小
4

岩竹美侑
『自然がつくる絶景
　オーロラ』

榛原東小
5

林　千畝
『大うだのヘビについて』

大宇陀小
3

坂部優美
『なすの花と実
～かんさつをとおして～』

菟田野小
3

宇陀市の食と産業など魅力満載のイベントを
11月 30日～ 12月 1日、総合体育館で開催！

２日間合わせて、約 5,500 人の方が来場され、
宇陀の魅力を堪能いただきました！

アイデア満載！宇陀のグルメが熱い戦い！！

奈良あったかもんグランプリ宇陀予選結果

【特賞の部】 氏名 品目
県知事賞 辻  公美子（榛原） 白ネギ
県議会議長賞 小西 源藏（菟田野）かぶら
県東部農林振興事務所長賞 谷口 利依子（室生） ブロッコリー
市長賞 前尾智惠子（大宇陀）大根
市議会議長賞 北脇 正文（大宇陀）里いも
市農業委員会長賞 神谷 太一（榛原） ほうれん草
県農業協同組合代表理事長賞 安達 俊平（大宇陀）栗
県農業共済組合組合長理事賞 芳岡 敏夫（大宇陀）玄米
市森林組合代表理事組合長賞 立見 美代子（榛原）しいたけ
室生村森林組合代表理事組合長賞 南　隆志（室生） 原木しいたけ

【入賞の部】 氏名・品目

市長優秀賞
大久保 艶子（榛原）白菜、㈱福角兄弟農園（榛原）
ミズナ、藤田  貢（榛原）小かぶ、西山 悦子（室生）
一本ネギ、多田 善英（榛原）玄米

市長特別賞

福角  登（榛原）にんじん、北中 利一（榛原）ご
ぼう、室 德司（榛原）長いも、久保 賀永子（菟田野）
たまねぎ、やまとファーム Japan 椿井 佐知子（室
生）キウイ

同時開催

　展示会場では、丹誠込めて育てられた見事な農林産物
（出品者：65 人、出品数：208 点）が勢揃い。即売会の
収益金 51,600 円は、出品された方々のご厚意により、
市の善意銀行に預託させていただきました。 【敬称略】

農林産物品評会・即売会 結果

➊➋屋外ステージはコンサートや PR コーナーでにぎやか♪
➌飲食ブースは美味いもんいっぱい！➍農産物の即売会では長蛇の列が！
➎今年初参加のふわふわ遊具♪子どもたちに大人気！

➊

➌ ➎

精霊の森（大宇陀）「大和当帰と酒粕のシチュー」最優秀！

可能な限り宇陀産
の食材を使用した、
身体に優しい温まる
スープ♥

大和当帰がアクセン
トになっています♪
こういった活動を通
して宇陀の薬草をみ
んなに知ってもらい
たいです（^^）

➋

2019
うだ産うだ産

フェスタ

➍

宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト
本
格
稼
働
！

　

意
見
交
換
会
で
は
、「
地
域
内
の
医
療
・

介
護
機
関
か
ら
多
く
の
情
報
を
共
有
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
地
域
包

括
ケ
ア
の
本
来
の
目
的
を
全
う
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」「
地
域
の
方
々
の
医
療

や
介
護
や
生
活
を
ど
の
よ
う
に
支
え
て

い
く
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
な

ど
の
問
題
提
起
が
あ
り
、
今
後
に
向
け

て
の
共
有
認
識
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
1
日
現
在
、
宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト

の
同
意
参
加
者
は
５
４
６
７
人
、
医
療

介
護
参
加
施
設
は
87
事
業
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト
が
、
令
和
元
年
６

月
か
ら
本
格
稼
働
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
広
報
啓
発
を
目
的
に
「
宇
陀

け
あ
ネ
ッ
ト
・
キ
ッ
ク
オ
フ
記
念
式
典
」

が
11
月
16
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
関
係
者
お
よ
び
医
師
、
看

護
師
、
介
護
士
な
ど
、
市
内
外
か
ら
約

70
人
が
参
加
し
、
シ
ス
テ
ム
概
要
や
今

後
の
活
用
性
、
市
民
の
方
々
に
ど
の
よ

う
に
有
用
に
し
て
い
く
か
な
ど
の
課
題

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
仕
組
み
を
効
果
的
に
運
用
す
る

に
は
、
多
く
の
市
民
の
方
に
登
録
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。初診・救急の時も安心

参加事業所では、あなたの
医療介護情報を共有します

問
健
康
増
進
課
（
☎
82
・
３
６
９
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
７
）

適切な医療・介護サービス
共有された情報に基づき、
あなたに適した医療介護
サービスが提供できます

災害時の情報保護
情報はクラウド上に保存
されるため災害時でも情報
を失うことはありません

宇陀けあネット（宇陀地域医療・介護連携ネットワー
ク）は、皆さんの医療・介護情報を、 病院、医科・歯
科診療所、訪問看護、薬局、介護サービス事業所な
どで共有することで、よりよい医療・介護を提供す
るためのネットワークです。

とは？

設置
◎市文化会館
◎あきののゆ 
◎歴史文化館「薬の館」 
◎まちづくりセンター「千軒舎」 
◎まちなみギャラリー「石景庵」 
◎うだ・アニマルパーク
◎椿寿荘
◎道の駅宇陀路大宇陀
◎アグリマート
◎菟田野分館
◎子育て支援センター
◎奈良カエデの郷 ひらら
◎南都銀行 菟田野支店
◎大和富士ホール

◎市立中央図書館
◎市総合体育館
◎伊那佐体育館 
◎榛原ゲートボール場 (玄関口ボックス)  
◎たかぎふるさと館 
◎自主放送スタジオ 
◎天満台東交流センター (玄関口ボックス) 
◎ひのき坂公民館 (玄関口ボックス) 
◎榛見が丘集会所 (玄関口ボックス)
◎観光案内所「うだ観処」 
◎保養センター美榛苑 
◎歴史文化館旧旅籠「あぶらや」 
◎平成榛原子供のもり公園 
◎わくわく宇陀いち

◎さんとぴあ榛原 
◎中山台コミュニティプラザ
   (玄関口ボックス) 
◎道の駅宇陀路室生
◎室生福祉保健交流センター
◎ふるさと元気村
◎近鉄榛原駅
◎近鉄室生口大野駅
◎三本松郵便局
◎市役所[１階ふるさとテラス]
◎各地域事務所

市内各コンビニ店舗にも設置させて
いただいています　
ぜひご利用ください
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「調べる力」を育てる
　～調べることで
　　「生きる力・考える力」を養う～
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番外編

11
月
７
～
12
日
、
関
西
広
域
連
合
派
遣
職

員
と
し
て
、
台
風
19
号
の
被
災
地
、
栃
木

県
佐
野
市
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

　

佐
野
市
は
、
台
風
に
よ
る
大
雨
で
堤
防
が
決

壊
し
、
住
宅
地
に
濁
流
が
押
し
寄
せ
、
床
上
浸

水
が
多
数
発
生
、
一
時
複
数
の
住
宅
が
孤
立
す

る
事
態
に
陥
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
現
地
は
災
害
に
お
け
る
復
興
期
に
あ

り
、
そ
の
中
で
被
害
者
の
方
々
の
生
活
再
建
に

向
け
た
支
援
制
度
の
た
め
の
罹
災
証
明
書
の
発

行
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
罹
災
し
た

際
、
皆
さ
ん
が
災
害
見
舞
金
や
国
民
健
康
保
険

料
や
市
民
税
な
ど
の
減
免
措
置
、
ま
た
再
建
資

金
の
貸
付
な
ど
を
受
け
た
り
す
る
場
合
に
は
、

罹
災
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

の
住
家
の
被
害
認
定
調
査
業
務
支
援
が
今
回
の

私
た
ち
の
任
務
で
し
た
。

　

現
地
に
赴
い
て
驚
い
た
こ
と
は
、
被
災
か
ら

１
か
月
経
っ
た
今
で
も
、
至
る
所
に
当
時
の
爪

痕
が
強
く
残
っ
て
い
た
こ
と
。
現
地
は
広
大
な

平
野
な
こ
と
も
あ
り
、
程
度
の
差
が
あ
る
も
の

の
市
内
全
域
に
わ
た
っ
て
浸
水
被
害
に
遭
っ
た

こ
と
が
容
易
に
分
か
り
ま
し
た
。

　

罹
災
時
に
は
下
水
の
逆
流
が
あ
っ
た
た
め
、

今
で
も
悪
臭
が
消
え
な
い
場
所
が
あ
り
ま
し

た
。
住
民
の
方
に
と
っ
て
は
、
こ
の
匂
い
が
当

時
の
記
憶
を
引
き
戻
す
き
っ
か
け
に
な
る
な

ど
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
も
相
当
な
も
の
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
職
員
の
方
々
も
自
宅
や
家
族
が
罹

災
さ
れ
て
お
り
、
心
身
と
も
に
疲
労
は
ピ
ー
ク

に
達
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
く
人
手
が
足
り
ず
、

公
務
を
優
先
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
地
で
よ
く
聞
い
た
の
は
、「
元
々
地
域
が

洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
入
っ
て
い
た
の
は
知
っ

て
い
た
が
、
ま
さ
か
本
当
に
こ
ん
な
に
被
害
が

で
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
。
実
際
、

昨
今
の
災
害
で
は
想
定
を
超
え
る
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
職
員
自
身
も
罹
災
す
る

こ
と
、
そ
し
て
、
今
回
の
よ
う
に
災
害
対
応
が

中
長
期
化
し
た
時
の
状
況
も
想
定
し
、
対
応
を

考
え
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
時
は
行
政
内

部
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
の
方
と
も

ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ
て
当
た
ら
な
け
れ
ば

乗
り
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

　
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

と
重
要
性
を
共
通
認
識
し
な
が
ら
、
罹
災
時
に

死
者
を
出
さ
な
い
こ
と
、
ま
た
1
日
も
早
く
復

興
す
る
よ
う
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
災
害
対
応

で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、

ま
ち
の
防
災
力
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

「
災
害
時
＝
ワ
ン
チ
ー
ム
」
の
意
識
を
も
っ
て
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　       

　
　
　
　
　【
宇
陀
市
役
所　

上
西
剛
司
（
危
機
管
理
課
）・
松
下
充
男
（
税
務
課
）】

➊写真左 松下、同右 
上西　➋洪水により破
損した橋梁　➌住宅地
に押し寄せた土砂は未
だ土嚢袋のまま回収さ
れていない　➍災害対
策本部の状況　➎住家
には浸水時の痕跡が色
濃く残る

「宇陀市を守る」の気持ちのもと、
ワンチームで災害に負けない
まちづくりを進めましょう！

➊

➎ ➍

➌

➋

ワ
ン
チ
ー
ム
で
作
る
宇
陀
市
の
給
食
！
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　            

　
　【
宇
陀
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

辰
己
明
子
（
学
校
栄
養
職
員
）・
辻　
忠
昭
（
調
理
員
）】

➊給食センターはワンチーム　➋食育授
業コンテストの様子　➌小学校の家庭科
の授業にも呼んでいただいています　
➍大会の調理コンテストに向け連日練習　

毎日の給食も、

　　　楽しみにしててね‼

➊

➍

➌

➋

12
月
７
～
８
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全

国
学
校
給
食
甲
子
園
で
、
2
度
目
の
準
優

勝
と
な
り
ま
し
た
！

　

こ
の
大
会
は
、
私
た
ち
給
食
セ
ン
タ
ー
に

と
っ
て
、
目
標
の
一
つ
で
す
。
決
勝
大
会
に
出

場
す
る
事
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も

ら
い
、
お
い
し
い
給
食
を
少
し
で
も
多
く
食
べ

て
も
ら
え
れ
ば
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心

と
体
の
成
長
に
良
い
影
響
を
与
え
る
と
と
も

に
、
残
食
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
の
決
勝
大
会
に
出
場
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
う
い
っ
た
思
い
か
ら
、

栄
養
士
・
調
理
員
・
職
員
が
、
食
育
の
一
つ
と

し
て
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
で
取
り
組
ん
で
い
る
か

ら
な
の
で
す
。

み
ん
な
の
知
恵
と
思
い
が
詰
ま
っ
た
献
立

　
今
回
の
大
会
で
は
、
原
点
に
立
ち
帰
ろ
う
と
、

「
➊
子
ど
も
の
リ
ク
エ
ス
ト
+
➋
郷
土
料
理
+

➌
地
元
食
材
＝
宇
陀
の
自
慢
給
食
」
を
献
立
の

テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

➊
榛
原
小
学
校
で
行
っ
た
食
育
学
習
で
、
子
ど

も
た
ち
が
考
え
た
リ
ク
エ
ス
ト
料
理
は
「
野
菜

た
っ
ぷ
り
の
手
づ
く
り
ハ
ン
バ
ー
グ
」。

➋
郷
土
料
理
と
し
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
自
慢

で
も
あ
る
お
出
汁
に
よ
る
「
に
ゅ
う
め
ん
」。
ま

た
「
き
ら
ず
（
お
か
ら
）
の
炊
い
た
ん
」
は
奈

良
の
伝
統
料
理
で
あ
り
、
栄
養
価
の
高
い
、
ま

さ
に
家
庭
の
味
な
の
で
す
が
、「
パ
サ
パ
サ
し
て

食
べ
に
く
い
」
と
い
う
印
象
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
セ
ン
タ
ー
職
員
の
知
恵
と
工
夫
で
食
べ

や
す
く
し
ま
し
た
！

➌
も
ち
ろ
ん
食
材
は
地
元
産
に
こ
だ
わ
り
ま
し

た
。
生
産
者
さ
ん
の
協
力
に
感
謝
で
す
！

　

決
勝
大
会
に
向
け
て
の
食
材
の
調
達
や
、
食

育
授
業
の
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
り
、
多

く
の
方
々
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
協
力
に
よ
っ
て

で
き
て
い
る
、
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
給
食
で
す
。

給
食
か
ら
食
育
の
推
進
を
！

　
今
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、「
地

産
地
消
」「
郷
土
料
理
の
伝
承
」
そ
し
て
「
お
い

し
い
給
食
」
で
す
。
私
た
ち
が
給
食
づ
く
り
を
通

し
て
、
皆
さ
ん
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

「
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
今
後
の
目
標
は
、

食
育
の
推
進
。
そ
し
て
決
勝
大
会
に
挑
み
続
け

る
こ
と
で
す
。
い
ろ
ん
な
機
会
を
通
じ
て
、
給

食
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
も
ら
っ
て
、
学
校

や
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
、
そ
し
て
生
産
者
の

方
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
、
も
っ
と
食
育
の
こ

と
を
考
え
て
い
け
た
ら
・
・
。

　

様
々
な
人
の
い
ろ
ん
な
気
持
ち
が
詰
ま
っ
た

給
食
を
食
べ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
育
っ
て
く
れ

れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
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